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 要 旨   

目的： 

 不法薬物使用者 (PWUD)は自殺行動を起こすリスクが高いことが知られている。一方、

過度飲酒者は自殺リスクが高いとされているが、PWUD の自殺行動における過度飲酒の関

連は十分に調べられていない。本研究では、PWUD における過度飲酒と自殺行動の関連を

検討した。 

 

方法： 

 カナダ、バンクーバーにおいて、2005-2013 年に PWUD を対象として行われた 2 つのコ

ホート研究のデータを用いた。社会人口学的、薬物使用および自殺行動を含めたメンタル

ヘルスに関する調査を質問票を用いて行った。危険あるいは過度の飲酒と自殺企図のリス

クとの関連を検討した。 

 

結果： 

 8 年間の研究期間中、対象者 1,757 名のうち 162 名 (9.2%)から 227 件の自殺企図が申告

された。これは、100 人年当たり 2.5 件である。不法薬物服用などの因子で調整後、過度飲

酒は自殺行動のリスクと正に関連した (調整ハザード比 1.97; 95%信頼区間 1.39-2.78)。 

 

結論： 

 地域におけるコホート研究において、過度飲酒は薬物使用とは独立して、自殺企図を予

測した。これらの知見より、過度飲酒のある PWUD への自殺リスクに対する介入が必要と

考えられる。 

 

 




